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調査研究実績 

の概要○○○ 

本研究では、プロジェクト間の類似性に着目し、開発環境の変化に合わせて適切なデー

タを取捨選択する方法の開発に取り組んだ． 

 

１． Moving Window 法の適用範囲の評価 

Moving Window 法とは、時系列上の類似性を考慮したデータの取捨選択法のひとつであ

る。Moving Window 法については、申請者がこれまでも有効性の検証を行ってきたが、そ

の適用範囲は十分に評価・解明されていない。特に，回帰木に基づく工数見積もり手法に

ついては，昨今その有用性が指摘されてきているにも関わらず，Moving Window法を用いた

場合の予測精度について定量的な検証が行われていなかった。そこで，本研究では以下の

課題に取り組んだ。 

 

1-a. 回帰木に基づく工数見積もり手法におけるMoving Window 法の評価 

回帰木とは，ある目的変数の値を類似した値同士でグループ化できるように，説明変数

の値の組み合わせを求める手法である。工数見積もりにおいては，目的変数が工数とな

り，説明変数がソフトウェア開発プロジェクトの特徴を表す。 

以上の特徴を持つ回帰木を用いた工数見積もりをMoving Window法と組み合わせた場合の

有効性を調査した。調査に利用したのは，一般に公開されているソフトウェア開発プロジ

ェクトデータであるCSCとMaxwellである。実験の結果は以下の通りである。 

次頁に続く 



 

調査研究実績 

の概要○○○ 

 

・Moving Window法は従来手法であるgrowing法と比べて見積もり精度が低い。 

・Moving Window法では，使用するプロジェクトデータの新しさとその数の間にトレード

オフが生じる。 

 

また，この結果をうけて以下のような課題を解決する必要性が認識された。 

 

・他の組織におけるプロジェクトデータにおいても同様の結果となるか？ 

・トレードオフの関係をどのように把握すべきか？ 

 

これらの課題については，次年度以降に研究を進めていく必要がある。 

 

以上の内容については，ソフトウェアシンポジウム2013において公表済みである。 

 

 

２． 重み付き Moving Windows 法による工数見積もり法の開発・評価 

重み付きMoving Window 法は申請者が考案中の手法である。時系列上の類似性に基づい

てデータに重み付けを行う方法である。通常のMoving Window 法より複雑な手順が必要と

なるが、工数見積もり精度の向上が期待できる。しかしながら，その有効性についてはい

まだ十分に検証ができていない。そこで，以下の課題に取り組んだ。 

 

2-a. 類推法による工数見積もり手法における重み付きMoving Window法の評価 

重み付きMoving Window法の評価には，従来研究で広く利用されている線形回帰モデル

を用いた。重み付きMoving Window法を利用するにあたって，線形回帰モデルにおけるモ

デル選択をどのように行うかが問題となった。 

従来使用されているStepwise法はその精度に疑問が残ること，さらに，重み付け処理を

行った際に適切なモデルを選択できない事例が発生した。このため，Stepwise法に替わる

手法の調査及び評価を行った。 

調査の結果，Lasso法の有効性が確認できた。具体的には，以下の点が確認できた。 

 

・Lasso法は適切は変数を選択できている可能性が高い。 

・Lasso法によるモデル選択は見積もり精度を向上させる。 

・Lasso法はgrowing法においても十分に有効である。 

 

以上の結果については，国際会議IWSM/Mensura2014において公表済みである。 

 

重み付きMoving Window法とLasso法を組み合わせた場合における線形回帰モデルを使用

した工数見積もりの結果は以下の通り。 

・重み付きMoving Window法は従来のMoving Window法より良い結果をもたらす。 

・重み付きMoving Window法の適用可能範囲については今後も検討が必要である。 

 

以上の結果については，今後公表していく予定である。 
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